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皆様、こんにちは！　今号より「ゆりかもめ」の誌面を刷新いたしました。
最近あった作業所での出来事や情報などを掲載しています。
引き続き、きね川の広報誌をお楽しみください。誌面へのご意見ご感想などございましたらお寄せください。
お待ちいたしております。
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初 詣 外 出 で の 一 コ マ
は つ も う で が い し ゅ つ ひ と



 伊勢神宮は1300年の歴史で、20年に1度新しい本殿を作り直す式年遷宮が

行われてきています。内宮から離れた外宮の入り口に式年遷宮記念せんぐう

館があり、そこの学芸員が「式年遷宮で使用する物は全て国内で集められる

物だけで出来ています。継承するにはそれしか方法がないのです」と語って

いました。

 同じように山口県の錦帯橋は4連の橋ですが、橋の痛みに併せて掛け替えを

しています。関係者の話ですが「橋の傷み具合によって数十年に一度橋の掛

け替えを行う場合には、若い大工も必ず声を掛けるそうです。

 今回の掛け替えでは下働きであっても、この先の掛け替え時には、中心的役

割になっていることが多い」からだそうです。引き継いで行く為に必要な技

術、伝承、それを守る人（関係者）を大切にする事が大事な様です。

 マニュアルとシステムがあれば誰でも出来る。続ける事も可能と思われる方

もいるかと思いますが、「継承するには、現場を支える人だ。」と関係者は

言い切っていました。加えて関係者をしっかりつなげてきたものは『地域の

伝統を守る思い』と『関係者が育んできた誇り（プライド）』の様です。

 きね川福祉作業所の利用者支援にもつながるものを感じます

きね川福祉作業では、「全ては利用者の為」「楽しい作業所」「諦めない」「見え

ない物を見る」「聞こえない声を聞く」「得意があったら貢献。不得手があったら

努力して改善」何でも話せる「風」「利用者の変化を感じる感』」を大切にしてき

ました。

 大和田さんから引き継いだバトンは令和８年４月１日より本田から福田さんに引

き継がれます。新しい、きね川福祉作業所をどうかよろしくお願い致します。
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忘年会

新年会

令和7年を振り返りながら、一年の締め！
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　12/25(木)に忘年会を行いました。昼食は近所のことぶきそばさんで食事会を

行い、ボリューム満点の定食に舌鼓を打ちつつ、皆で歓談を楽しみました。午

後はご家族、クラブ講師やボランティアの方も参加され、家族会からいただい

たケーキやプレゼントを楽しみ、スライドショーを鑑賞し、皆で一年間の思い

出を振り返りました。（赤澤）

新しい年を迎えて

　 1/21(水)に新年会を行いました。今年はお一人が年男となり、恒例の獅子

舞も登場しお祝いをしました。皆でお菓子を食べながら笑顔で新年を迎えまし

た。ガチャガチャのおみくじを引いたり、新年の抱負を発表したり、みなさん

思い思いに楽しまれていました。

 今年も引き続き、利用者の皆さまが健康で楽しく過ごしていただける作業所

にしていきます。（赤澤）

支援実践報告会

毎日の支援から見えるもの
　11/21(金)に葛飾地区４施設の支援実践報告会が、Zoomを使っ

て開催されました。

　それぞれが今、向き合っている課題や大切にしている支援など

の取り組みを聴き、共感や考えさせられた時間となりました。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（臼田）
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編集後記

　年間を通して作業のお手伝い(軽作業・公園清
掃)やクラブ活動の補助(スポーツ・音楽・創作)。
また、行事(外出・旅行・お祭りなど)のお手伝い
をしていただける方を募集しています。ご興味の
ある方は直接施設にお問い合わせ下さい。

ボランティアを募集しています

　社会福祉法人武蔵野会が運営する施設の利用者のために、より
よい環境や施設の充実・円滑な運営を支える組織として、後援会
があります。皆様のご理解とご協力をお願い申し上げます。

武蔵野会後援会事務局
　　　〒192－0083
　　　東京都八王子市旭町12－4　日本生命八王子ビル201
　　　　　　　　　　　　　　　  電話　024－631－6341

後援会ご協力のお願い

みんなのページとは...
　　　広報担当の利用者さんと職員で
　　　一緒につくるページです。

今 後 の 予 定

余暇活動

クラブ活動

東立石さくらまつり

タウンミーティング

クラブ活動

クラブ活動

タウンミーティング

余暇活動

　

　 販 売 予 定 や ご 購 入 に つ き
ま し て は ホ ー ム ペ ー ジ を ご
覧 い た だ く か 、 直 接 お 問 い
合 わ せ 下 さ い 。

かりんと饅頭について
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余暇活動

クラブ活動
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み な さ ま り か い きょうりょく ね が も う あ

クラブ活動

タウンミーティング

宿泊旅行2G(～30日)

クラブ活動

宿泊旅行1G(～16日)

※現時点での予定のため、変更となる場合もございます。

　ご了承ください。

新米スタッフに突撃インタビュー！

10月に着任した岡田博貴です。どうぞよろしくお願いいたします。

1.カラオケは何を歌いますか？
 

「う～ん...何だろう、『タッチ』」ですかね。」

2.今年はどんな年にしたいですか？
　「皆さんと楽しい思い出を作りたいです。」

3.好きな歌は何ですか？
　「ミセスグリーンアップルの『インフェルノ』
です。」
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　 少 し ず つ 春 の 訪 れ を 感
じ る 3 月 。
花 粉 や 寒 暖 差 に 気 を 配 り
な が ら 、 街 の 季 節 の 小 さ
な 変 化 に も 気 づ け る 心 の
余 裕 を 日 々 持 ち た い も の
で す 。 （ Ｔ ）
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